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離島における健康滞在プログラムに関する基礎的調査
一ケーススタディによるプログラムの比較考察
谷本都栄（法政大学）
’IbeT1animoto 
福岡孝純（法政大学）
TakazumiFukuoka 
はじめに プログラムの２種類の組み合わせにより構成されている。特
に、全員参加のプログラムとして、弓削島では海水温浴施設
｢潮湯」でのタラソテラピー、八丈島では温泉施設「樫立ふ
れあいの湯」「スパ・ザ・ＢＯＯＮ」での入浴を一定時間設け
た。他に、ストレッチや健康体操を取り入れて健康づくりに
資する内容とした。弓削島のタラソテラピープログラムは、
インストラクターの指導の下少しずつ運動量やアクティビテ
ィのレベルを上げてゆき、八丈島の温泉療養プログラムは、
島の各所にある温泉をゆったり楽しめるよう配慮した。
近年へルスツーリズムという言葉が広まり、ビジターのニ
ーズに応じた健康的な滞在プログラムの開発が進められてい
る。大都市圏から離島という非日常圏へ移動し、清浄で豊か
な自然環境下で滞在しながら健康増進を目指すアイランドテ
ラピーは、その好例である。滞在や体験活動をとおして精神
的・身体的健康を高めていくには、滞在中は、規則正しい生
活でありながらも年齢や嗜好に合った活動内容であることが
大切である。そのためには、ビジターの生活習慣、性格、趣
味や関心などをある程度事前に把握し、各人の健康度や環境
に対する適応性を考慮した上で滞在プログラムを提供する必
要がある。そこで、本調査では、異なるタイプの滞在プログ
ラムを実施し、ビジターの心身への影響を比較考察すること
で、滞在プログラム開発に資する基礎的な知見を得た。
２）モニター（被験者）
モニターは、原則として大都市圏に在住しており、健康上
何らかの不安を抱えている（日常的に身体的・精神的ストレ
スを感じたり、高血圧・高血糖・肥満等の生活習慣病に関わ
る症状を有している）こととした。以上の条件から、年齢層
は中高年を想定し、また両島におけるツアーに参加できるこ
とを前提として、応募者の中から面接により８名を選定した。1．調査の目的及び方法
（１）調査の目的
本調査は、「島に行って元気になる」ということを基本理
念とするアイランドテラピーにおいて、離島での滞在プログ
ラム開発の一環として、実際にモニターに島の自然や地域文
化を活かした健康的な活動プログラムを体験してもらい、各
種心理的・生理的指標を用いて心身への影響を検証した。さ
らに、２つのケーススタディにより、異なる滞在プログラム
の比較検証を行った。
３）測定項目（表１参照）
まず、モニターの生活習慣や健康に対する意識・行動の特
'性を把握するために、生活と健康に関わる調査票及びSOC尺
度13項目を実施した。また、ツアー前からツアー後にかけ
ての心理的・生理的変化を測る指標には、①GHQ精神健康
調査票、②POMS、③血圧、④血糖値、⑤唾液アミラーゼ活
性、⑥自律神経系を用いた。
心理的指標である①ＧＨＱ精神健康調査票は、健常人のメ
ンタルヘルスの把握にもよく用いられる質問紙法である。
②POMSは、被験者がおかれた条件により変化する一時的
な気分・感'清の状態を測定できる自己記入方式の質問紙法で
ある。これらは、ツアー前・中・後の各期間中に定期的に実
施した。
生理的指標には、心身のストレス状態を反映しやすく測定
が比較的簡易な③血圧、④血糖値、⑤唾液アミラーゼ活'性を
選定した。これらは、ツアー前・中・後の各期間中に毎日各
自で測定を行った。測定機器は、オムロン・ヘルスケア
HEM7020（血圧)、三和化学・グルテストエースＲセット
(血糖値)、ニプロ・ココロメーター（唾液アミラーゼ活性）
である。さらに、同じく心身のストレス状態と深い関わりの
（２）調査の方法
１）調査地
本調査の対象地は、愛媛県弓削島及び東京都八丈島とした。
両島は、本土に近い規模の小さい島と本土から離れた規模の
大きい島という全くタイプの違う島であるが、アイランドテ
ラピーの滞在プログラムの受け入れ体制がよく整っており、
行政や地元の協力も得られたため適地と判断した。
各島において４泊５日のモニターツアーを実施した（弓削
島：平成19年11月２日～６日、八丈島：平成20年１月25日～
29日)。ツアー行程は、島の特性を考慮しつつ、モニターが
全員で参加する健康療養プログラムと各人で自由に選ぶ体験
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ある⑥自律神経系の状態を把握するために、良導絡健康チェ
ックシステム（Ib7odorakuHealthCheckSystem：ＲＨＣ）によ
る測定をツアー前・中・後の各期間中に定期的に実施した。
各指標の測定結果は、所定の記録シート（表２参照）に記
入させた。
表１調査の流れ
表２記録シート
!■測定結果
1唾液
;アミラーゼ
;血圧
1血糖値
月日（
｛朝食前
;夕食前
;朝食前（最高/最低）
;夕食前（最高/最低）
;朝食前
測定時刻 気が付いたこと等天候：
（KU/L） 
（KU/L） 
ｍｍＨｇ・脈拍
ｍｍＨｇ・脈拍
（ｍg/dl） 
mmHg／ 
●｡｡●Soo｡●●■●●●B■●●■■■q 
mmHg／ 
!■生活について
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1体調：（①大変良い②良い③あまり良くない④悪い）服薬等（
１－（理由・原因：
歩）
） 
） 
１日の行動記録
その他（仕事、家事、運動、趣味、
社会的活動等）
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調査開始
事前説明会
･調査日程の説明
･測定手||頂の講習（測定機器の使用方法、記録シートの記入方法等）
･生活と健康に関わる調査票、SOC尺度13項目、GHQ精神健康調査票、ＰOMSの実施
■ 自律神経系の測定
ツアー前
(1週間）
モニター各自による測定（毎日）
● 唾液・血圧（朝夕食前空腹時）、血糖（朝食前空腹時）、歩数計
･記録シートの記入
ツアー中
(４泊５日）
モニター各自による測定（毎日）
■ 唾液・血圧（朝夕食前空腹時）、血糖（朝食前空腹時）、歩数計
･記録シートの記入
その他（夕食前に実施）
■ GHQ精神健康鯛査票…第５日目
.ＰOMS…第１日目、第５日目
･自律神経系の測定…第１日目、第２日目、第４日目
ツアー後
(1週間）
モニター各自による測定（毎日）
■ 唾液・血圧（朝夕食前空腹時）、血糖（朝食前空腹時）、歩数計
･記録シートの記入
調査終了
事後報告会
･記録シートの回収
■ 
□ 
GHQ精神健康調査票、ＰOMSの実施
自律神経系の測定
第２７号
２調査の結果 表４過去の調査におけるＳＯＣ平均得点率
（１）モニターの特性
１）生活と健康に関わる調査票の結果より
・モニターは、５０～70歳代の計８名（男,性３名、女性５
名)。友人同士の参加が４名（２組)、個人による参加
が４名。
・フルタイムの有職者（会社員、自営業）は50歳代の２
名。５名は無職（定年退職者含む)、非常勤１名。単
身生活者は６名、２名は同居家族あり。
・半数以上の者に高血圧・高脂血症等がみられた。６名
のモニターが現在何らかの疾患を抱えており、日常生
活上の大きな支障はないが、先の健康には不安を感じ
ていた。
・健康に対する意識は高いが、実際の生活習慣（食事、
運動、飲酒、喫煙等）に反映されているかには個人差
がみられた。半数の者が、睡眠に不満を感じていた。
・自分が「健康である」と感じている者は４名、２名は
「あまり健康でない」と感じており、主観的な健康観
がやや低い者がみられた。
・全てのモニターが現在の生活に対して概ね満足してお
り、幸せだと感じていた。
・複数の趣味を持ち、定期的に外出をして規則正しい生
活をしていた。
・普段から旅行に出かける機会が多く、離島での滞在経
験の差はあるが、島を訪れることに興味をもっていた。
ｌメユ
（２）ツアープログラムの特性
弓削島及び八丈島のツアープログラムの内容を整理し、そ
の特徴についてまとめた。
表５弓削島ツアーのプログラム内容
２）SOC尺度（人生に対する志向性）１３項目の.結果より
健康生成論（サリュートジェネシス）の中核となるＳＯＣ
(コヒアランス感覚、首尾一貫感覚）は、社会学者アントノ
フスキーによって提唱されたストレス対処能力概念で、自身
の持つ健康資源を有効に活,性化させる能力であり、ＳＯＣ能活性化させる能力
力の高低が健康促進を左右するひとつの要因になっていると
される。
モニターのＳＯＣスコアの平均は70.4、得点率換算で平均
78.2％（表３参照）とこれまでの調査結果（表４参照）と比
較すると高い水準であった。ＳＯＣスコアは慨して平均かそ
れ以上であり、全体的に人生に対する志向,性が高い傾向がみ
られた。
※■モニター主体□モニターと島民●身体活動量小
○身体活動量中◎身体活動量大
表３ＳＯＣスコアと得点率
1５ 
調査対象 ＳＯＣ平均得点率(％） 調査人数 年度
日本(国内全域） 67.8 1０２６ 2003 
日本(東京区部､秋田農村） 63.2 323 2002 
日本(一般成人） 66.0 1９９７ 
スウェーデン(一般住民） 75.2 1４８ 1９９５ 
ポーランド(_般住民） 65.4 6０ 1９９４ 
イスラエル(一般住民） 67.2 297 1９８２ 
第１日目 午後 ガイダンス(村長の歓迎の挨拶等）［約1時間］■●
弓肖１１島･佐島一巡(役場の方が車で案内）［約1時間］
■● 
第２日目 朝食前
午前
昼食
午後
海岸にてウオーキング＆ストレッチ［約30分］■○
｢潮湯｣健康体操＆タラソテラビー［約2時間］■◎
地元食材を活用した手作り弁当［約1時間］□●
各自体験プログラム(島民の方々と木エ･藻塩づくり等）
[約3時間半］□●
第３日目 朝食前
午前
午後
海岸にてウオーキング＆ストレッチ［約30分］■○
｢潮湯｣健康体操＆タラソテラピー［約2時間］■◎
弓肖|I丸(弓肖１１商船)クルーズ(弓削島沿岸周遊）［約1時
間］□●
各自体験プログラム
(島民の方々と野草茶･草鞍づくり･海藻アート､散策等）
[約3時間］□●
第４日目 前食前
食後
朝午
昼午
海岸にてウオーキング＆ストレッチ［約30分］■○
｢潮湯｣健康体操＆タラソテラビー［約1時間半］■◎
岩城島へ
地元産レモンを活用した懐石料理［約1時間］□●
造船所見学～農園訪問(レモン狩り)～自由散策［約２
時間半］■○
第５日目 朝食前
午前
昼食
海岸にてウオーキング＆ストレッチ［約30分］■○
ミーティング［約2時間］■●
地元食材を活用した手作り弁当［約1時間］□●
被験者 ＳＯＣスコア 得点率
１ 4６ 51.1％ 
２ 8０ 88.9％ 
３ 7４ 82.2％ 
４ 6７ 74.4％ 
５ 7７ 85.6％ 
Ｃ 
６ 6０ 66.7％ 
７ ８１ 90.0％ 
８ 7８ 86.7％ 
平均 70.4 78.2％ 
法政大学体育・スポーツ研究センター紀要
・温泉入浴プログラムは、体操で心身をほぐした後に各自の
ペースに合わせてくつろげた。
・グループ行動でメンバー同士が時間を共有し、交流を深め
ることができた。落ち着いた雰囲気のなかで、島の自然・
歴史・文化的要素をまんべんなく味わえた。
以上のことから総括すると、弓削島ツアーのプログラムは
慨して人的交流性が大きく、積極的に参加する態度が求めら
れる内容が多く、八丈島ツアーのプログラムは幅広い環境的
交流性を有し、各人のペースに合わせた自由度のある内容で
あった。
表６八丈島ツアーのプログラム内容
（３）各指標の結果
１）ＧＨＱ精神健康調査票
ＧＨＱ精神健康調査票の60項目の質問は、神経症症状とそ
の関連症状を幅広いスペクトラムで把握しようとするもので
ある。回答の得点が高ければ精神健康度が低いことを示し、
低ければ精神健康度が高いことを示す。また、特にａ、身体
的症状、ｂ・不安と不眠、ｃ、社会的活動障害、。、うつ傾向
の４つの症状と60項目の質問との間は深い相関関係があるこ
とを示している。これらの項目について、ａｂで４以上、ｃｄ
で３以上であれば中等度以上の症状、ａｂで2-3,ｃｄで1-2であ
れば軽度の症状をもっていると臨床的に評価できる。ＧＨＱ
の平均値の推移（図１及び図２）より、以下のような結果が
得られた。
・弓削島・八丈島ともに、ツアー前の健康度が低く、ツアー
終日の健康度が高く《離島における滞在により精神健康度
が向上する傾向がみられた。また、ツアー後も依然として
健康度が高い水準にあり、日常生活に戻ってもツアーによ
る効果が持続していることが伺えた。
・ツアー前とツアー終日の得点の差が弓削島－５．７．八丈島
－１．９であり、健康度が向上する傾向が弓削島で大きかっ
た。
※■モニター主体□モニターと島民●身体活動量小
○身体活動量中◎身体活動量大
弓削島では、毎日の朝食前にウォーキング及びストレッチ、
午前中に海水温浴施設での健康体操及びタラソテラピープロ
グラムがあり、身体を積極的に動かす内容であった。インス
トラクターの指導のもと、各自の能力に合わせて毎日少しず
つレベルアップするメニューに取り組んだ。午後は、島民の
方を指導者にクラフト等の複数のプログラムを体験し、談笑
しながら作品づくりを楽しんだ。プログラム内容は、以下の
ような特徴が挙げられる。
・タラソテラピープログラムは、モニターの主体的な参加が
求められ、また皆で一緒に運動し目標に向かう達成感があ
った。
・体験プログラムは、島民の受け皿が充実していたこともあ
り、島民とのふれあいを感じながら一緒に楽しめた。
八丈島では、朝食前のウォーキング及びストレッチ、温泉
施設での健康体操及び入浴は心身ともにリラックスする内容
であった。インストラクターの指導のもと体操を行った後に、
思い思いに温泉に入り、入浴後もゆったりと過ごした。また、
グループに分かれ、車で移動しながら島の自然や歴史を学ん
だり、トレッキングや工房でのものづくりなど各自の好みに
合わせたプログラムをじっくり体験した。プログラム内容は、
以下のような特徴が挙げられる。
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図１ＧＨＱの平均値の推移（弓削島）
1６ 
第１日目 午前
昼食
午後
ガイダンス［約30分］■●
八丈島一巡(役場の方が車で案内）［約1時間］■●
郷土料理［約1時間］■●
町役場訪問(村長の歓迎の挨拶等)～焼酎エ場･黄八
丈エ房見学～足湯［約2時間］■○
｢樫立ふれあいの湯｣入浴［約1時間］■●
第２日目 朝食前
午前
午後
くさやｶﾛｴ場見学［約1時間］■●
島民の方々と島魚料理体験･昼食［約3時間］□●
｢スパ･ザ･BOON｣健康体操＆入浴［約2時間］■０
各自体験プログラム(島内見学､黄八丈織り等）［約１
時間半］■○
第３日目 朝食前
午前
午後
海岸にてウオーキング＆ストレッチ［約30分］■０
｢スパ･ザ･BOON｣健康体操＆入浴［約2時間］■○
地熱発電施設～｢えこ･あぐりま－と｣見学［約1時間］
■○ 
各自体験プログラム(島内見学、トレッキング､散策
等）［約3時間］■○
第４日目 朝食前
午前
午後
夕食前
海岸にてウオーキング＆ストレッチ［約30分］■○
｢スパ･ザ･BOON｣健康体操＆入浴［約2時間］■○
各自昼食･体験滞在プログラム(島内見学､陶芸等）
[約4時間］■○
ミーティング［約1時間半］■●
八丈太鼓鑑賞･体験［約1時間］■●
第５日目 特になし(東京便欠航のため搭乗待ち）
図ツアー前
ロツアー終日
ロツアー後； 
身体的 不安と
不眠
社会的
活動障害 うつ傾向
平均値
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ツアー前１０月21日
ツアー終日１１月６日
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第２７号
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i田ツアー前１０月21Ｂｉ
ｉ図ツアー初日１１月２日１
回ツアー終日１１月６日；
;□ツアー後'１月'8日！
8０ 2００ 
6.0 1５．０ 
4.0 1００ 
2０ 5０ 
§:１０１巫珂理:§:ル･0.0 ００ 
社会的うつ傾向
活動障害
得点 身体的
症状
不安と
不眠 活気疲労混乱怒り・敵意
抑うつ・
落込み
緊張・
不安
身体的不安と社会的うっ傾向症状 眠舌
ノアー前１月１５０９
ノアー終日１月２８日３１０３
ノアー後２月１７２０３
図３ＰＯＭＳの平均値の推移（弓削島）図２ＧＨＱの平均値の推移（八丈島）
２）ＰＯＭＳ 
ＰＯＭＳは、ａ，緊張・不安（緊張及び不安感)、ｂ・抑う
つ・落込み（自信喪失感を伴った抑うつ感)、ｃ、怒り・敵意
(怒りと他者への敵意)、。、活力（元気さ、躍動感、活力)、
e・疲労（意欲減退、活力低下)、ｆ・混乱（当惑、思考力低
下）の６つの気分の尺度により評価を行う。
ＰOMSの平均値の推移（図３及び図４）より、以下のよう
な結果が得られた。
・弓削島・八丈島ともにツアー中に緊張・不安、抑うつ・
落込み、怒り・敵意、疲労、混乱の感`盾は低く、またとも
に活気は高くなり、離島での滞在をとおして情緒的に安定
し元気になる傾向がみられた。また、ツアー後の日常生活
に戻ってもツアーによる効果が持続していることが伺えた。
・ツアー前とツアー終日のスコア差は、緊張・不安（弓削
－４．４．八丈-2.2)、抑うつ・落込み（弓削－３．３.八丈
-0.8)、怒り・敵意（弓削－５．２.八丈-2.3)、活気（弓削
十5.7.八丈十2.9）であり、’情緒的に安定し元気になる傾向
が弓削島で大きかった。
・弓削島・八丈島ともに、ツアー初日に緊張・不安や疲労が
ツアー前と同程度に高いのは、長い移動や環境の変化でス
トレスを感じていたこと、また一方で目的地へ到達し、滞
在への期待感など良い緊張も感じていることが考えられた。
2５．０ Li灘’１
20.0 
1５．０ 
1０．０ 
5.0 
0.0 
活気疲労混乱抑うつ・
落込み
怒り・
敵愈
緊張・
不安
ツアー１，１月１３日
ツアー初日１月25日
アー終日１２８日
ツアー後２月１７日
図４ＰＯＭＳの平均値の推移（八丈島）
３）唾液アミラーゼ活性
唾液アミラーゼは、ストレスが交感神経系の興奮信号を励
起すると、体内の自己防衛反応としてその活性が高まると考
えられている。また、不'決な刺激では唾液アミラーゼ活'性が
上昇し、快適な刺激では逆に低下するとされる。
毎日の唾液アミラーゼ活性の平均値の推移（図５及び図
6）より、弓削島・八丈島ともにツアー開始時は夕刻にスト
レスが高く、ツアーの経過とともに漸減の傾向を示した。ツ
アー前は日常生活の活動に伴うストレスの蓄積、ツアー中は
1７ 
得点 身体的状
不安と
不
社会的
活動障害 うつ傾向
平均値
n=８ 
ツアー前１月１３日
ツアー終日１月28日
ツアー後２月１７日
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前１月
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法政大学体育・スポーツ研究センター紀要
一定のプログラムの遂行に伴うストレスの蓄積があると考え
られる。ツアー後においても日常生活の活動に伴うストレス
の蓄積は当然に考えられるが、測定値には明確なストレスの
蓄積はみられなかった。これには、離島での滞在をとおして
活力がもたらされ、ツアー後の日常生活におけるストレスの
軽減に効果的に作用したものと推察された。
また、八丈島ではツアー前において朝夕の相違が小さかっ
たことについては、八丈島のツアー前が年末年始の休暇明け
で心身のストレスが少ないこと、またストレスに対する生体
反応を考慮すると、長期休暇や正月という非日常的な出来事
がいわば「快適な刺激」となって心身のストレスの軽減に寄
与したことが一因とも考えられた。
く、ツアー前からツアー後をとおして安定した状態であった。
一部、弓削島のツアー初日、八丈島のツアー終日に拡張期血
圧・収縮期血圧ともに高くなる現象がみられるが、前者は移
動に伴う環境の変化による緊張、後者は測定時の環境による
緊張が影響していることが一因として考えられた。
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図７血圧の平均値の推移（弓削島）
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５）血糖値
血糖値は血液中のブドウ糖濃度で、一般に食事の影響を受
けやすく食後に高くなる。また、ひどい痛みやストレスがた
まることで血糖値を上げるホルモンが出て、血糖値が高くな
るとされる。
血糖値の平均値の推移（図９及び図10）より、弓削島・八
丈島ともに、ツアー前からツアー後をとおして全体的に値に
ばらつきがみられるが、７０～90mg/dlの正常値の範囲内を変
動していた。
図６唾液アミラーゼ活性の平均値の推移（八丈島）
４）血圧
血圧は自律神経機能の活動を反映し、緊張・興奮状態では
交感神経系が優位となって血圧は増加し、弛緩・鎮静の安静
状態では副交感神経系が優位となって血圧は減少するとされ
る。
血圧の平均値の推移（図７及び図８）より、弓削島・八丈
島ともに、収縮期血圧は140mmHg前後、拡張期血圧は
80mmHg前後で大きな変化はなく、また朝夕の相違も殆どな
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が少なかったこと、正月という非日常的行事によるストレ
ス軽減効果が一因として考えられる。これは、ＧＨＱの得
点が弓削島に較べて低いこと、唾液アミラーゼ活性が低い
こととも関連があると推察された。
Ａ
０
 
似
６
5０ 
4０ 
3０ 
図９血糖値の平均値の推移（弓削島） 2０ 
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６）自律神経系
良導絡による自律神経測定システムでは、皮膚上の導電性
が高い点（良導点）の電流量を観察することにより、間接的
に交感神経の興奮性を知ることができる。電流量が高い水準
にある時は自律神経系が興奮している状態を示し、電流量が
低い水準にあるときは自律神経系が抑制されている状態を示
す。
各部位の電流量の平均値の推移（図11及び図12）より、以
下のような結果が得られた。
・弓削島・八丈島ともに、ツアーの中日に電流量が最も低く
なる（副交感系優位となり、落ち着く）傾向がみられた。
この傾向は、弓削島の方が八丈島に較べて顕著であった。
・ツアー初日は、ツアー前に較べて電流量が高くなる（交感
系優位となり、興奮・緊張する）傾向がみられた。これに
は、長い移動や環境変化によるストレス、一方で目的地へ
到達し、滞在への期待感など良い緊張を感じたことが考え
られた。
・弓削島に較べて八丈島のツアー前の電流量が低い水準にあ
るのは、ツアー前が年末年始の休暇明けで心身のストレス
3０ 
2０ 
10 
０ 
自律神経系ソアー前ソアー中ソアー後
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図１２各部位の電流量の平均値の推移（八丈島）
７）主観的健康に関わるヒアリング
指標の結果は、個人や地域によってばらつきがみられ、同
じモニターであっても弓削島と八丈島の結果は必ずしも同様
の傾向が得られたわけではなかった。そこで、「生活につい
て」の記録及びツアー終了後のヒアリングより、主観的な健
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た。これらの効果は、日常生活における心身へのストレスが
非日常的な環境（離島）へと移動することにより軽減され、
日常生活にない新しい刺激（島の自然環境、島民や仲間との
交流、タラソテラピーなど）がよいストレスとして心身に作
用することにより得られたと考えられる。これはひとつの転
地効果である。排気ガスや騒音等の少ない良好な自然環境に
おける滞在で規則正しい生活リズムを取り戻し、様々な体験
活動により包括的健康が満たされた生き生きとした状態が実
現される。これは、本人の主体的・積極的な意思により初め
て達成されるものであるが、ウェルネス指向の健康づくり活
動の基本条件であるＱＯＬ（生活の質）の向上につながるも
のである。
弓削島と八丈島ともに同様の効果が得られたが、弓削島の
方でその傾向がやや強く現れたのは、ツアープログラムの内
容に起因すると推察される。弓削島では、海水温浴施設を活
用したタラソテラピー活動により、ダイナミックで継続的な
運動負荷が生体に与えられた。これに対して、八丈島ではゆ
ったりとした温泉入浴であり、運動負荷は小さかった。弓削
島のプログラムでは、生体に運動刺激を多く与えたことによ
康感について明らかになったことを以下にまとめた。
・日常生活で「あまり眠れない」「体調が良くない」という
訴えのある全ての者が、ツアー中からツアー後にかけて睡
眠や体調が改善したと感じていた。
・弓削島・八丈島ともに、島の時間の流れや環境に安らぎを
感じ、島民や仲間との楽しい時間の共有により、精神的に
良い影響を受けていることが伺えた。
・弓削島では、八丈島に較べて宿泊施設の環境に不便を感じ
る者が多かったにもかかわらず、タラソテラピー体験や島
民とのふれあいなどを理由に挙げて滞在に対する満足感が
高かったことが伺える。
4．考察
（１）総括
本調査の研究の枠組み（図13）及び結果（表７）を整理し
た。これより、アイランドテラピーによる気分転換効果、心
身へのストレス軽減効果、自律神経機能の活動水準が交感系
優位から副交感系優位へと切換えられる現象が明らかとなっ
モニター｜
再び曰常生活へ各種体験プログラム
島ならではの
健康プログラム
ツアー前
(1週間曰常生活）
ツアー後
(1週間曰常生活）
ツアー中
(４泊５曰の離島滞在）
..………………….………….….…….…..:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::1:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::： 
ツアー前一ツアー中＝ツアー後の各指標の変化
・心理的指標(GHQ･POMS)による効果検証
・生理的指標(唾液｡血圧･血糖･自律神経系)による効果検証
図１３本調査における研究の枠組み
表７本調査における結果
2０ 
〉
離島での滞在(アイランドテラピー）斤 ■■■ ￣ 
心理的指標
(GHQ精神健康調査票９
PＯＭＳ） 
①離島での滞在や体験活動をとおして精神健康度及び気分の向上がみられ､ツアーによる心身へのスト
レス軽減の効果､気分転換の効果が明らかになった。
②日常生活において心身のストレスを多く抱えている者の方がツアーによる気分転換効果､ストレス軽減
効果が強く現れた。
生理的指標
(唾液アミラーゼ･血圧･血糖
値･自律神経系）
①ツアー前は忙しい日常生活､ツアー中はツアープログラム遂行に伴う心身への負荷があり夕刻の唾液
アミラーゼ活性が高かったが､ツアー後は日常生活に戻ったにもかかわらず夕刻の唾液アミラーゼ活
性が低く､ツアーによるストレス軽減効果が影響していることが推察された。
②ツアー初日とツアー終日は自律神経系が交感系優位になるのに対し､ツアー中日には副交感系優位
になり安定する傾向がみられ､ツアーによる自律神経機能の活動水準の切換えがみられた。
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nその反応として自律神経系の副交感支配を導いた（トロ
フォトロープ効果）と考えられた。ただし、この反応には個
人差があり、反応の早い者と反応の遅い者がみられた。自律
神経系の変動は心身のストレス軽減につながるものであるが、
これは唾液アミラーゼ活性の結果でも弓削島の方が明確なス
トレス減少傾向を示していた。以上のことから、弓削島のよ
うに運動負荷の高いプログラムを取り入れた方が健康の側面
からは良いと考えられる。
また、ツアープログラムは心理的効果とも深く関係するも
のであり、弓削島で健康度や気分の向上が顕著にみられたの
は、ツアープログラムの内容がモニターの嗜好により適合し
ていたからだといえる（ツアー後のヒアリング調査より)。
モニターは、概ね健康志向が高く、体力的余裕もあり、普段
体験できないタラソテラピーのような新しい事に対して興味
をもち、積極的に参加する姿勢がみられた。
の面では、島民との交流の機会は多くはなかったが、仲間と
ともに島の自然環境や歴史・文化的要素をじっくり味わえる
ことができたといえる。
島民との交流性
心理的健康性
(サイコヘルス）
的健康性
オヘルス）iii二:､､、//／ ● マーロー…甲一■＝・甲｡■の⑰■守り句､；八丈島；
環境(自然･文化等)との交流性
（エリアとシーン）
（２）プログラムの評価と検証
弓削島及び八丈島のツアープログラムは、そのいずれもモ
ニターからは概ね好感をもって受容された。しかし、弓削島
と八丈島の地域特性は異なり、当然のことながら策定された
プログラム内容にも差異，性があった。
弓削島には、我が国でも珍しい本格的な海水温浴施設が整
備され、島民により積極的に利用されている。またこれを生
み出した背景として、島民の長年にわたるアイランドテラピ
ー及びタラソテラピーに対する関心・理解・研究・行動があ
り、現在の島の振興・交流に大きく寄与している。今回のツ
アーでも女性塾（島の女性が中心の地域づくり組織）を媒介
に多様な体験プログラムが提供され、島民との交流が活発に
行われた。また、同伴随行した専門のインストラクターの適
切な指導により、海水温浴施設「潮湯」や海浜を利用しての
タラソテラピー活動が効果的に行われた。
八丈島には、随所に効能のすぐれた温泉が湧出しており、
これらを体験することができた。また、温泉施設「スパ・
ザ・ＢＯＯＮ」は、屋内のユーティリティスペースが広いので
ストレッチやコーディネーションの体操が効果的に行われた。
体験プログラムは行政の支援のもとに行われ、広い選択肢の
中から各自の希望に応じて選べた。八丈島の規模は弓削より
もはるかに大きく、地域も多様性に富んでおり、基本的には
エリア体験型であったといえる。また、インフラ（空港、道
路、各種公共施設、公園、ホテル等）の整備が進み、快適な
生活空間が形成されている。
各島の地域特性によるツアープログラムの内容の相違が、
調査データにも特徴的に現れた。弓削島ではタラソテラピー
活動と島民との濃密な交流が特色であり、バイオヘルス及び
サイコヘルスは充足されている。ソーシャルヘルスに関して
は、島の自然的・文化的環境との交流は限定されたものとな
っている。これに対して八丈島では、温泉入浴は海水温浴施
設に較べて生体への運動刺激が少なく、従ってバイオヘルス
の面での効果はやや小さかった。サイコ・ソーシャルヘルス
図１４プログラム評価のイメージ
図14は、横軸は健康`性（バイオヘルスーサイコヘルス)、
縦軸はソーシャルヘルスとしての交流性（人的交流一環境的
交流）を取り、弓削島及び八丈島のツアープログラムの評価
をイメージとして示したものである。このようにみると、各
島でのツアープログラムの特性が理解でき、今後どのような
領域を強化していくべきかがみえてくる。
弓削島は、長期滞在を想定した場合、地域の自然的・文化
的環境との交流性の向上につながるプログラム（例えば伝統
的街並みめぐり、穏やかな内海の環境を活かしたマリンレジ
ャーなど）の開発や宿泊施設等のインフラの整備などが望ま
れる。また、八丈島は、生理的健康の向上につながるプログ
ラム（例えば既存のウォーキングコースの積極的活用、タラ
ソテラピー活動の導入など）の開発、行政と地域住民をつな
ぐ組織の参入による島民との交流の場の創設などが必要とな
ってくるであろう。つまり、アイランドテラピーの「島に行
って元気になる」という目的の元気の質というものを考える
と、バイオヘルス・サイコヘルス・ソーシャルヘルスのバラ
ンスがとれた総合的なウェルネス感覚をいかに与えることが
できるかが重要になってくる。
（３）アイランドテラピーによる健康増進
離島での滞在による心身への影響に関しては、ドイツ等の
先行研究によれば、①心理的効果：主として転地による気分
転換の効果は最低半日～１日程度の滞在、②社会的効果：転
地・体験活動による人間や環境との交流・触れ合いの効果は
最低３日～１週間程度の滞在、③生理的効果：現地での体験
活動やその継続による身体機能の増進・回復の効果は個人差
はあるが、最低１～２週間程度の滞在という報告があり、滞
在期間が長くなるにつれてその効果が広がることが報告され
ている。その他、転地による療養活動における生理的反応に
ついての報告（ヒルデブラント）では、滞在時間（期間）に
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応じた生体反応の段階が明らかにされている（表８参照)。
本調査の４泊５日という滞在期間は、我が国の慣例からみ
ると比較的長い期間であり、島の海浜・温泉・海水温浴施設
における活動時間は、各延10時間程度であった。調査結果か
らは、心理的・社会的効果は明確にみとめられ、生理的効果
についても一部の指標においてその傾向がみとめられた。本
調査のツアー期間は、表8では疲労の回復や過負荷後のスー
パーコンペンゼーションが行える期間に相当し、「島に行っ
て元気になる」ことが充分に可能であることを示している。
しかしながら、一般的な健常者だけでなく、疾病者やスト
レスの高い者などの幅広い対象に対して、より効果的に健康
に資するアイランドテラピーの滞在プログラムを開発・普及
していくためには、さらなる検証の蓄積が必要である。例え
ば、気候特性、滞在の季節や期間など異なる条件による効果
の検証など、様々な視点及び手法による知見を増やしていく
ことが求められる。
表８生体の反応時間の目安
2２ 
生体反応 必要時間
①栄養的・形成的適応、特定の適応 数ヶ月
②正常化を含む機能的適応、長期的回復、器官の適
応、自律的バランス、自然治癒力
数週間
③疲労の回復、過負荷の後のスーパーコンペンゼーシ
ヨン
数日
④中枢系の回復、睡眠の回復、疲労の除去 一晩
⑤代謝系の回復、疲労物質の除去、エネルギーの補充 数時間
⑥局所の回復、酸素負債の改善 数分
